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令和２年（2020 年）10 月 25 日

〜
10
セ
ン
チ
降
り
積
も
り
、
大

規
模
停
電
等
が
発
生
す
る
と
予

測
さ
れ
て
い
る
。
富
士
山
噴
火

の
可
能
性
及
び
噴
火
に
よ
り
発

生
す
る
と
予
測
さ
れ
る
被
害
に

つ
い
て
の
認
識
を
伺
う
。

議
員　

地
震
や
風
水
害
と
同
様

に
、
富
士
山
の
噴
火
も
、
い
つ

発
生
す
る
か
分
か
ら
な
い
災
害

で
あ
る
。
政
府
の
中
央
防
災
会

議
で
は
、
富
士
山
噴
火
時
に
は

首
都
圏
に
お
い
て
火
山
灰
が
２

議
員　

教
育
委
員
会
の
刊
行
物

に
つ
い
て
も
同
様
に
考
え
る
。

教
育
長
の
所
見
を
伺
う
。

教
育
長　

教
育
委
員
会
が
作
成

す
る
公
文
書
等
に
つ
い
て
も
三

鷹
市
公
文
規
程
を
準
用
し
て
い

る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
進
展
に
伴

い
片
仮
名
文
字
や
ア
ル
フ
ァ
ベ

議
員　

昨
年
の
台
風
第
19
号

で
、
本
市
は
初
め
て
避
難
所
を

開
設
し
た
。
実
際
の
避
難
所
運

営
を
ど
う
評
価
し
た
か
。

市
長　

よ
り
多
く
の
避
難
先
の

確
保
や
職
員
体
制
の
整
備
、
共

助
の
体
制
づ
く
り
等
の
課
題
を

確
認
し
た
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え

事
業
者
や
社
会
福
祉
法
人
と
災

害
時
応
援
協
定
を
締
結
す
る
な

ど
、
課
題
に
対
し
て
積
極
的
な

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

議
員　

野
川
が
増
水
す
る
中
で

大
沢
地
区
で
は
避
難
勧
告
が
発

令
さ
れ
た
が
、
羽
沢
小
学
校
は

避
難
所
に
な
ら
な
か
っ
た
。
ど

の
よ
う
な
判
断
か
伺
う
。

市
長　

都
が
公
表
し
た
浸
水
予

想
区
域
図
で
、
羽
沢
小
学
校
は

浸
水
区
域
内
と
さ
れ
、
二
次
災

害
等
の
恐
れ
も
あ
る
た
め
、
風

水
害
時
の
避
難
所
と
し
て
は
適

切
で
な
い
と
判
断
し
た
。

議
員　

羽
沢
小
学
校
が
避
難
所

に
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
対
す

る
教
育
長
の
所
見
を
伺
う
。

教
育
長　

学
校
は
子
ど
も
に
と

っ
て
最
も
安
全
安
心
な
場
所
で

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
災
害
時

に
も
重
要
な
拠
点
と
な
る
公
共

施
設
と
し
て
大
変
大
き
な
課
題

が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

議
員　

避
難
所
に
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち
が

通
常
使
う
学
校
が
危
険
だ
と
い

う
こ
と
に
も
な
る
。
今
後
の
対

応
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

本
件
は
、
新
都
市
再
生

ビ
ジ
ョ
ン
（
仮
称
）
の
中
で
明
確

に
し
た
い
。
老
朽
化
の
視
点
だ

け
で
な
く
頻
発
す
る
災
害
の
中

で
ど
う
い
っ
た
位
置
づ
け
で
見

直
す
の
か
等
も
考
慮
し
、
今
後

の
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
た
い
。

ッ
ト
の
略
語
の
使
用
が
増
え
る

傾
向
に
あ
る
。
教
育
委
員
会
の

刊
行
物
等
に
つ
い
て
も
、
市
民

に
と
っ
て
よ
り
分
か
り
や
す
い

表
現
、
平
易
な
記
載
と
な
る
よ

う
に
引
き
続
き
努
め
る
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
公
共
交
通

に
つ
い
て

賃
借
に
よ
り
事
業
を
展
開
し
て

い
る
事
業
者
、
全
体
の
95
％
が

対
象
と
な
っ
て
い
る
が
、
残
り

５
％
の
事
業
者
も
対
象
と
し
、

売
り
上
げ
の
減
少
の
み
を
給
付

要
件
に
し
た
方
が
申
請
件
数
が

伸
び
た
の
で
は
な
い
か
。

生
活
環
境
部
調
整
担
当
部
長　

当
該
事
業
は
一
番
困
っ
て
い
る

事
業
者
に
少
し
で
も
多
く
の
給

付
金
を
支
給
す
る
と
い
う
考
え

方
で
事
業
設
計
し
た
も
の
だ
。

議
員　

事
業
承
継
支
援
に
つ
い

て
、
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
よ
い

か
分
か
ら
な
い
と
い
う
声
を
聞

く
。
相
談
窓
口
の
明
確
化
が
本

事
業
を
成
功
さ
せ
る
た
め
の
非

常
に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
考
え

る
。
所
見
を
伺
う
。

生
活
環
境
部
調
整
担
当
部
長　

指
摘
の
点
も
含
め
て
検
討
し
て

い
き
た
い
。

議
員　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
経
済
活
動
の
停
滞
は
市

民
生
活
に
深
刻
な
影
響
を
与
え

て
い
る
。
市
内
事
業
者
の
倒
産

件
数
と
本
市
に
お
け
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
倒
産
の
発

生
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

本
年
１
月
〜
８
月
の
倒

産
件
数
は
５
件
で
、
そ
の
う
ち

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
の

倒
産
は
１
件
で
あ
る
。
し
っ
か

り
と
状
況
を
確
認
し
て
い
く
。

議
員　

小
規
模
事
業
者
経
営
支

援
給
付
金
給
付
事
業
の
対
象
企

業
数
の
想
定
と
現
在
の
申
請
状

況
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

当
該
事
業
の
対
象
企
業

数
は
１
千
400
と
想
定
す
る
。
８

月
26
日
時
点
の
申
請
状
況
は
906

件
で
、
今
後
独
自
の
支
援
策
も

含
め
検
討
し
て
い
く
。

議
員　

当
該
事
業
に
お
い
て
は

議
員　

近
年
、
国
や
地
方
公
共

団
体
の
広
報
紙
等
に
お
い
て
多

く
の
片
仮
名
文
字
が
使
用
さ
れ

て
お
り
、
特
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
が
拡
大
し
て
か

ら
は
目
新
し
い
片
仮
名
文
字
が

使
用
さ
れ
て
い
る
。
一
般
的
で

な
い
片
仮
名
文
字
に
は
説
明
書

き
が
載
っ
て
い
る
が
、
毎
回
説

明
書
き
が
載
っ
て
い
る
わ
け
で

は
な
く
、
言
葉
の
意
味
は
記
憶

の
中
で
薄
れ
て
い
く
。
本
市
に

お
い
て
も
例
外
で
は
な
く
、
市

の
刊
行
物
は
市
民
等
が
理
解
し

や
す
い
言
葉
や
文
章
で
書
く
べ

き
だ
。
市
長
の
所
見
を
伺
う
。

市
長　

三
鷹
市
公
文
規
程
で
は

略
語
、
専
門
用
語
及
び
外
来
語

の
使
い
過
ぎ
に
注
意
し
、
必
要

に
応
じ
て
言
い
換
え
を
し
、
又

は
説
明
を
加
え
る
こ
と
と
し
て

い
る
。
今
後
も
市
が
作
成
す
る

公
文
書
や
刊
行
物
等
は
平
易
で

分
か
り
や
す
い
表
現
に
努
め
る

と
と
も
に
、
片
仮
名
文
字
に
つ

い
て
も
必
要
性
を
適
切
に
判
断

し
て
使
用
す
る
よ
う
職
員
へ
の

周
知
と
取
り
組
み
を
進
め
る
。

無
料
低
額
宿
泊
所
等
へ
の
施
設

入
所
を
前
提
に
さ
れ
て
い
る
と

聞
い
た
。
居
宅
保
護
が
原
則
で

あ
り
、
ア
パ
ー
ト
入
居
を
前
提

と
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長　

個
々
の
事
情

と
希
望
を
し
っ
か
り
把
握
し
、

本
人
の
状
況
に
寄
り
添
っ
た
支

援
を
行
っ
て
い
く
。

議
員　

８
月
に
開
催
さ
れ
た
外

環
道
工
事
に
係
る
説
明
会
は
、

説
明
・
質
問
対
応
と
も
不
十
分

な
上
、
参
加
は
一
人
１
回
の
み

で
あ
り
、
住
民
を
無
視
し
た
運

営
で
あ
っ
た
。
事
業
者
に
厳
重

に
抗
議
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

都
市
再
生
部
長　

コ
ロ
ナ
へ
の

対
応
と
し
て
は
一
定
の
評
価
が

で
き
る
と
考
え
る
。
参
加
で
き

な
か
っ
た
住
民
か
ら
は
別
途
質

問
を
受
け
る
と
聞
い
て
い
る
。

ー
設
備
の
設
置
費
用
を
一
部
助

成
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
向

上
、
環
境
負
荷
の
少
な
い
設
備

の
普
及
等
を
図
っ
て
い
る
。
家

庭
か
ら
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

量
の
削
減
が
進
ま
な
い
こ
と
が

課
題
と
考
え
る
。

議
員　

気
候
非
常
事
態
宣
言
と

世
界
気
候
エ
ネ
ル
ギ
ー
首
長
誓

約
に
つ
い
て
の
所
見
を
伺
う
。

生
活
環
境
部
長　

本
市
で
は
当

該
宣
言
や
誓
約
を
実
施
す
る
こ

と
は
現
時
点
で
は
考
え
て
い
な

い
。
国
・
東
京
都
と
連
携
し
環

境
基
本
計
画
２
０
２
２
（
第
２

次
改
定
）
等
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
持
続
可
能
な
開
発
目
標

（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の
理
念
を
認
識

し
、
気
候
変
動
に
対
す
る
パ
リ

協
定
な
ど
の
世
界
共
通
目
標
の

達
成
に
貢
献
し
て
い
く
。

議
員　

前
定
例
会
で
本
市
へ
の

保
健
所
の
復
活
に
つ
い
て
質

問
、
提
案
し
た
と
こ
ろ
だ
が
、

そ
の
後
の
検
討
状
況
を
伺
う
。

市
長　

現
行
法
制
上
、
本
市
が

保
健
所
の
設
置
等
を
行
う
こ
と

は
困
難
だ
。
今
後
も
国
の
動
向

を
踏
ま
え
つ
つ
、
し
っ
か
り
と

研
究
、
検
討
を
続
け
て
い
く
。

議
員　

本
市
へ
の
保
健
所
の
復

活
に
つ
い
て
東
京
都
へ
の
申
し

入
れ
、
要
請
の
状
況
を
伺
う
。

市
長　

東
京
都
に
対
し
て
は
共

通
の
課
題
認
識
を
持
つ
近
隣
市

と
連
携
し
問
題
提
起
、
協
議
し

て
い
く
。

議
員　

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
実

質
ゼ
ロ
に
向
け
た
本
市
の
取
り

組
み
状
況
と
課
題
を
伺
う
。

生
活
環
境
部
長　

市
民
が
行
う

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
エ
ネ
ル
ギ

で
は
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
調
整
担
当
部
長　

修
繕
の
ス
ピ
ー
ド
を
速
め
、
希

望
者
に
ス
ム
ー
ズ
に
供
給
で
き

る
よ
う
対
応
し
て
い
く
。

議
員　

住
ま
い
を
失
っ
た
人
が

生
活
保
護
申
請
を
し
た
場
合
、

討
を
進
め
る
の
は
早
計
に
感
じ

る
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
建
て
替

え
で
は
な
く
改
修
に
よ
る
長
寿

命
化
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

都
市
再
生
部
長　

70
か
ら
80
年

程
度
の
長
期
使
用
に
は
適
し
て

い
な
い
と
い
う
評
価
だ
が
、
一

定
程
度
の
継
続
使
用
は
可
能
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

議
員　

報
告
書
に
は
築
80
年
ま

で
維
持
す
る
場
合
の
概
算
改
修

費
用
は
26
億
円
と
あ
る
。
建
て

替
え
で
は
な
く
改
修
で
、
費
用

の
大
幅
な
削
減
と
公
共
施
設
の

機
能
維
持
を
図
る
べ
き
だ
。

都
市
再
生
部
長　

今
後
、
公
共

施
設
全
体
の
建
て
替
え
・
改
修

等
の
基
本
方
針
や
計
画
を
示

し
、
市
庁
舎
等
に
つ
い
て
も
必

要
な
取
り
組
み
を
進
め
た
い
。

議
員　

昨
今
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
戦
後

最
悪
の
落
ち
込
み
と
な
っ
た
。

来
年
度
の
市
税
収
入
減
は
ど
の

程
度
と
予
測
し
て
い
る
か
。

市
長　

厳
し
い
状
況
は
認
識
し

て
い
る
が
、
現
時
点
で
は
不
確

定
要
因
が
多
い
。
今
後
の
推
移

を
十
分
踏
ま
え
予
算
編
成
に
反

映
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員　

市
税
収
入
減
が
見
込
ま

れ
る
中
で
は
、
多
額
の
費
用
を

必
要
と
す
る
市
庁
舎
等
の
建
て

替
え
は
不
可
能
で
は
な
い
か
。

市
長　

市
庁
舎
等
の
劣
化
診
断

の
結
果
か
ら
早
急
に
建
て
替
え

を
進
め
る
必
要
は
な
い
と
受
け

取
っ
て
い
る
。
将
来
的
に
は
必

ず
建
て
替
え
は
必
要
な
た
め
、

様
々
な
検
討
を
進
め
た
い
。

議
員　

劣
化
診
断
調
査
報
告
書

に
は
「
一
概
に
改
築
と
し
て
検

議
員　

市
営
住
宅
は
応
募
倍
率

等
か
ら
見
て
充
足
し
て
い
る
と

は
思
え
な
い
。
既
存
住
宅
の
借

り
上
げ
に
よ
っ
て
、
市
営
住
宅

を
増
や
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

都
市
整
備
部
調
整
担
当
部
長　

都
営
住
宅
等
も
含
め
た
現
状
を

踏
ま
え
、
公
営
住
宅
の
在
り
方

に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。

議
員　

高
齢
者
福
祉
住
宅
の
応

募
倍
率
は
16
倍
程
度
あ
る
が
、

修
繕
費
の
不
足
に
よ
る
空
き
住

戸
が
継
続
的
に
あ
る
と
聞
く
。

需
要
に
合
わ
せ
て
修
繕
す
べ
き

一

般

質

問

　
9
月
2
日
、
3
日
の
本
会
議
で
、
19
人
の

議
員
が
市
政
全
般
に
つ
い
て
一
般
質
問
を
行

い
ま
し
た
。
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

市
庁
舎
等
は
建
て
替
え
で
は
な
く

改
修
し
長
寿
命
化
せ
よ

い
の
ち
が
大
事

伊
沢
け
い
子

　
議
員

市
民
の
い
の
ち
と
生
活
を
守
る

住
ま
い
へ
の
支
援
を

い
の
ち
が
大
事

野
村
　
羊
子
　
議
員

コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
に
更
に
生
命
重
視

の
市
政
へ
転
換
せ
よ

い
の
ち
が
大
事

嶋
﨑
　
英
治
　
議
員

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
小
規
模
事
業
者

等
へ
の
施
策
の
充
実
を

令
和
山
桜
会

池
田

　
有
也

　
議
員

市
民
が
理
解
し
や
す
い
言
葉
で

刊
行
物
を
作
成
せ
よ

令
和
山
桜
会

�
�沼
　
德
人
　
議
員

市
民
と
子
ど
も
に
と
っ
て
安
全
な

避
難
所
整
備
を

令
和
山
桜
会

伊
東

　
光
則

　
議
員

富
士
山
噴
火
時
対
応
、
名
誉
市
民

条
例
ほ
か
に
つ
い
て

令
和
山
桜
会

渥
美

　
典
尚

　
議
員

（
６
面
へ
続
く
）

市
営
大
沢
住
宅


